
普通科のみを設置する病弱の特別支援学校

札幌市 市立札幌山の手支援学校
寄宿舎：無

スクールバス：無

■学校の基本情報

(校章)

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

〒063-0005 札幌市西区山の手５条８丁目１番３８号
TEL 011-611-7934
FAX 011-644-5535
E-mail yamanote-ejh@sapporo-c.ed.jp
https://www23.sapporo-c.ed.jp/yamanote/

■本校の概要

(校舎全景)

□ 学校教育目標
心身の健康回復や改善を図り、一人一人の可能性を伸ばし、心豊かにたくまし

く生きぬく児童生徒を育てる。

□ 概 要
本校は、様々な病気やその他の障がいを併せもつ児童生徒が、独立行政法人国

立病院機構北海道医療センターに入院又は医療センター等の医療機関に通院し、
治療や療育を受けながら学ぶことができる学校で、小学部・中学部・高等部があ
ります。高等部は、昭和44年に開設されました。

■ 特色ある教育活動（高等部）

運営方針

「おかげさま」のあふれる学校づくり
～心理的安全性を基盤とした教育活動の展開～

●各教科・科目等の指導の他、病気に対する理解や、自己管理力、自己選択力、自己決定力の向上を図
る指導支援を行っています。

●医療機関との連携を図り、慢性疾患のため継続した治療や生活管理を必要とする生徒たちに指導支援
をしています。

●小学部・中学部に併設しており、異年齢との交流や共同活動を通して、自立や社会参加への意識が育
つことを目指しています。

●普通学級の定員は１学級８名で、重複障がい学級の定員は１学級３名です。少人数であることを生か
して、きめ細やかな指導支援を行っています。

〇校舎はバリアフリーとなっており、安心して学習できる環境です。エレベーターの設置や、身障者用
トイレの設置、障がいの状態や特性に応じた机や椅子の配置や設置、補助具の設置をしています。特
にICT機器の積極的な活用に努めています。

〇冷暖房が完備されており、病状に合わせた室温 調整が可能な学習環境です。
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■第１学年生徒の週時程表(例) ■教育課程の特徴

□ 自立活動

生徒一人ひとりの実態に応じて、自己
理解や自己管理能力の育成、コミュニ
ケーション等について学習します。

□ 各教科・科目
個別の指導計画を作成し、基礎的・基

本的な知識及び技能を確実に習得し、こ
れらを活用して課題を解決できる力を育
んでいます。

□ 学校設定科目等
中学校の学び直しができる「BS（ﾍﾞｰ

ｼｯｸｽﾀﾃﾞｨ）」、将来の進路について学習
する「キャリア探究」などの学校設定科
目があり、多様な選択ができます。

□ 芸術
普通学級では、書道・美術・音楽より

選択して学習しています。
□ 職業

重複障がい学級では、作業学習や現場
実習など、進路に関わる学習を行いま
す。

＊ 登校時間 ８：35～８：５０（月・火・水・木・金）
＊ 下校時間 15：40（月・火・木・金）／１４：４０（水）

【 普通科普通学級 】 1学年 例

月 火 水 木 金

１ 歴総 科学人 BS 英ｺⅠ 家庭

２ 家庭 ＢＳ 数Ⅰ 言文 現国

３ 科学人 保健 英ｺⅠ 歴総 体育

４ 言文 現国 芸術 自立 数Ⅰ

５ 情報 体育 芸術 LHR 総合

６ 英ｺⅠ 数Ⅰ ― 選択 選択

【 普通科重複障がい学級 】

月 火 水 木 金

１ LHR 数学 社会 道徳 職業

２ 職業 英語 情報 美術 職業

３ 職業 音楽 理科 美術 体育

４ 体育 ＨＲ 音楽 自立 社会

５ 理科 家庭 国語 ＨＲ 総合

６ 国語 家庭 ― 数学 英語

■卒業後の主な進路先について（令和４年度からの累積実績を記載）

□ 一般就労（就労継続支援Ａ型含む）～１名【サービス業】
□ 福祉的就労（移行支援／就労継続支援Ｂ型／生活介護／自立訓練）～３名
□ 進学
□ その他 ～２名（自宅療養、通信制大学科目等履修生等）

学校Webページ
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家庭：調理数学 生物基礎

外国語 生徒会議国語

https://www23.sapporo-c.ed.jp/yamanote/

